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序

新富町では､昭和56年遺跡分布調査により､

遺跡の分布状況を確認し､報告書を発刊しまし

たが､今回は､ ｢新富町の埋蔵文化財第2集｣

として､鐙･藤掛両遺跡の報告書を刊行するこ

とになりました｡

発掘調査に際しては､宮崎県文化課､各関係

機関をはじめ調査指導の先生方､調査担当の先

生方のご尽力を､そして多くの作業員の協力を

いただき､調査に多大の成果をあげることがで

きました｡ここに関係者各位に心からお礼申し

上げます｡

また､本報告書が社会教育･学校教育ならび

に文化財保護等広く活用いただけることを期待

いたします｡

新富町教育委員会

教育長 松　昌　波
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看

1.本報告は､新富町三納代における造成工事に伴い､新富町教育委員会が実施した

鐙遺跡の発掘調査報告である｡

2.発掘調査は､昭和55年3月23日から3月27日及び昭和56年2月13日から同年3月

27日までの2回にわたって実施した｡

3.調査関係者は次のとおりである｡

調査主体　新富教育委員会

教育長 高　松　昌　波

社会教育課長　　　新　名　正　坦

ヶ　課長補佐　　山　本　繁　華

ク　文化財担当　松　原　富美彦

･'　　,y　　　富　田　次　男

調査員　　1次　面高哲郎(宮崎県総合博物館､現文化課主任

主事)

2次　石川恒太郎(宮崎県文化財保護審議委員)

日高正晴(同　上)

面高哲郎

北郷泰道(県文化課主事)

有田辰美

4.地質関係の調査を宮崎大学教授遠藤尚氏､ Ⅴ字溝のプラントオパール分析を宮崎大

学助教授藤原宏志氏に依頼した｡

5.本報告の方位は磁北である｡

6.本報告に使用した図面の作図､製図は､遺構については調査員で行い､遣物につい

ては津隈久美子､増田滋子､酒井晴子､高橋加奈子諸氏の協力を得た｡

7.出土遣物は､新富町教育委員会で保管している｡

8.執筆は､ Ⅰ-2の調査に至る経過を松原富美彦が､他は面高が行った｡

9.本報告の編集は､面高が行った｡
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町内の大半を占める洪積世台地上では､ナイフ形石器や田.原形細石核等を出土する旧石器

時代の遺跡や縄文時代早期の集石遺構を伴う遺跡が近年多く発見されており､また､昭和56

年から昭和58年にかけて3回にわたり弥生中期末～後期初頭の新田原遺跡が発掘調査されて

いる｡新田原遺跡では､内への突出部をもつ花弁状竪穴住居跡が検出されている｡古墳時代
I

の遺跡は､戦前発掘調査された新田原古墳群が著名で､ -また､鐙遺跡の立地する丘陵性台地

は､富田古墳群の一画にはいる｡

なお､弥生前期の板付‡式の壷を出土した今別府遺跡は､正確を所在地は不明であるが､

鐙遺跡下の砂丘上と推定されている｡

2.調査に至る経過

昭和55年2月､新富町ゴルフバッテングセンターのある丘陵西端で行われていた造成工事

現場で集石が露出しているとの報が教育委員会へあり､ただちに工事中断を●要請するととも

に､県教育委員会へ連絡をとった｡造成工事により､既に丘陵西端に拡がる平坦面は､北縁

3-5m程残して約3mほど削平されていた｡町と県との現地調査の際､北のり面から弧状

にのびる弥生時代のⅤ字溝が確認された｡弥生時代のV字溝は､県内では初見であり､また､

遺跡の立地等から注目されたので､早急に遺構の残存する範囲及び遺跡の範囲などを確認す

るため発掘調査を行うこととなった｡調査は､新富町教育委員会が主体となり､県総合博物

館主事(現文化課主任主事)面高哲郎の担当で､昭和55年3月23日から同月27日まで計5日

間実施した｡

造成工事は､調査に着手する前にも継続されており､ 20mほど確認されていたⅤ字溝は､

北のり面に断面を残すのみで､文化財保護のうえから憂慮すべき事態が生じていた｡発掘調

査の結果､溝は弥生時代中期前半のⅤ字溝で､丘陵北端にまで続く可能性が予想され､溝と

同時期の住居跡らしい竪穴状遺構と､葺石をもつ径約11.5mの円墳が新たに発見された｡

造成工事は､調査後､諸事情により中断していたが､その後､新たに資初置場にするため

に工事を行うことになった｡町教育委員会では､事業者と協議を行い､工事再開前に記録保

存の措置をとるための発掘調査を行うことになった｡前回に続いて町教育委員会が調査主体

となり､調査は､宮崎県文化財保護審議会委員石川恒太郎､同日高正晴､博物館主事面高哲郎､

文化課主事北郷泰遺､有田辰美氏の計5名が担当した｡調査に先だち､調査員会で調査方法

の観点について検討会を開き､古墳の調査は規模や内部主体の確認に主眼をおき､将来の保

存等について影響を与えない範囲で行うことになった｡調査は､昭和56年3月13日から同年

3月27日まで実施された｡
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Ⅱ　調査の記録

1.調査の概要(第2図)

鐙遺跡の西平坦面は､既に造成工事により2-3mほど削平を受けて磯層が露出していた｡

そのため､調査しえたのは､西平坦面の北緯及び西平坦面と中央平坦面の問の丘陵上である｡

2回の調査で検出された遺構は､弥生時代中期前半の竪穴住居跡2軒､ V字溝1条及び古墳

1基である｡ Ⅴ字溝の西10m付近において､遣物がまとまりをもって出土し､径約3.5m､

と　2 mの2ヶ所の浅い円形の竪穴状遺構が検出されている｡この2ヶ所の竪穴状遺構は､

竪穴住居跡とも考えられたが､その確証は得られていない｡わずか10mほどの調査であった
～

Ⅴ字溝や竪穴住居跡等からは､弥生中期前半の好資料が得られている｡

古墳は､径11.5mの円墳で葺石が2条鉢巻状に巡っている｡蛇行剣1､鉄鉄1が内部主体

と推定される部分で出土しており､当古墳の内部主体は､直葬(木棺?)と推定される｡古

墳の南東裾においては､墓前祭等の祭把に使用されたものと考えられる土師器･高杯が出土

している｡

新富町一帯の洪積世台地の_地層は､一般に黒色土､赤ホヤ､小白斑のある暗褐色土となっ

ているが､西平坦面においては存在しない｡西平坦面の地層は､表土下が褐色ローム､淡褐

色ローム､磯層となっており､いわゆる日向ローム層と呼ばれる中では下層の地層からなっ

ている｡ Ⅴ字溝は､褐色ローム層から磯層まで掘られ､竪穴住居跡は､淡褐色ローム層に床

面が築かれている｡

今回の調査の発端は､西平坦面での造成工事において集石遺構(?)の発見であったが､

工事は発見後も続行され､ 1次調査時には既に2-3m削平されており消滅していた｡ V字

溝の埋土から山形押型文が出土していることから､発見された遺構は､近年､町内でも数追

跡発見されている縄文早期の集石遺構の可能性が高い｡また､中央平坦面においては､縄文

後期の沈線文土器も採集されているので､鐙遺跡には､弥生､古墳期の遺跡の他､縄文早期

及び後期の遺跡も存在すると思われる｡

-　3　-
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2.弥生時代

(1) Ⅴ字溝

遺　構(第3･4図)

溝は､当初､造成工事区内において西平坦面の東縁を弧状に20mほどが確認されていたが､

発見後も工事は続行されたため調査者手前に大半が消滅し､調査しえたのは溝北端10mのみ

である｡平坦面西縁においては溝の痕跡は確認されていないので､溝は東縁のみを走行し､

その全長は少をくとも30mはあったものと考えられる｡

溝は､断面Ⅴ字状をなすⅤ字溝で疎層まで掘り込まれている｡上幅約260cm､底幅約60cm､

深さ約150cmが計測される｡底面レベルは､調査した溝の中ほどを最高位として､南半は､段

差はわずかであるが階段状に下向している｡北端は北傾斜面まで続き､急傾斜をなして下向

する｡

B

褐色ローム

赤褐色ローム

疎　層

(裾色味おびる)

疎　層

(黄褐色味おびる)

表　　　土

Ⅰ】 俛Xｨﾉ�i7��
Ⅱ 白ﾂ葵ﾉ�ij�ｺﾒ��

Ⅲ �8ｨﾉ�i7��

Ⅳ ��葵ﾉ�i7弌(��ｫ�ｭﾈ-竰�

.Ⅴ 白ﾂ葵ﾉ�i7弌(ｭﾈ-竰�

Ⅵ 俛Y�i7��

Ⅶ 俛Xｨﾉ�i7宙ｨﾉ�i7俑ﾉ?ﾂ��

★Ⅷ �8ｨﾉ�i7宙ｨﾉ�h齎ﾄ韈�ｭﾈ-竰�

Ⅸ 俛Xｨﾉ�i7宙ｨﾉ�ij�ｺﾘ*"亦�

Ⅹ 俛Y�i7��

Ⅹ工 俛Xｨﾉ�i7忠E8���

ⅩⅡ 乖ﾉ�i7��

第4図　∨字溝実測図
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溝の埋土は､上層黒色土､中層茶褐色土､下層はやや粘質の黒褐色土に大別され､遺物は

大半が中層において出土し､下層においては少片が若干出土したのみである｡

遣　物(第5･6図)

出土遺物は土器が中心で､石器は､太形蛤刃石斧1点のほかはほとんど出土していかゝ? I

土器は､牽､壷､蓋があり､婆の占める比率が大きい｡

壷は､外反する単純を口縁をもつもの(第5図1､ 2)内湾ぎみに内傾して口緑部が大き

く外反し､内面に突帯をもつもの(第5図3､ 4)がある｡ 3は､内面突帯上に部分的に刻

みをつけ､口唇部には羽状に刻みをつけている｡ハケ調整後へラ磨きしている｡第6図15､

16は∴壷の肩部に3条の突帯があり､同17､ 20､ 21は肩部に洗線がみられる｡ 21は沈線間に

列点文が施文されている｡

婆は､口縁部に突帯をもつものと､口縁部及びその直下に突帯をもつもの(第6図22､ 23､

)がある｡後者は､突帯上に刻みを有する｡出土量は少なく､少片のため全形については不

明である｡前者は､口縁の数cm下に断面三角形の突帯をもつのや沈線文をもつもの(第5

図9､第6図18 )等ある｡口縁部の突帯の形状から大きく3つに分類される｡突帯端部

が尖りぎみのもの(第5図6､ 7) ､突帯端部が丸みをおびるもの(第5図8､ 9､12､第

6図1､ 2) ､突帯が台形状をなし逆L字状をなすもの(第5図11､第6図3)に分類され､

丸みをおびるものが多く出土している｡ 3分類された土器の調整手法の差はみられない｡内

面はナデ調整である｡外面はハケ調整を主体しながら胴部上はハケ後ヨコナデされたものも

ある｡専

第5図5は､蓋で口径24.2cm､高さ12.5cmを測り､項部は平坦である｡内面はハケ調整で

外面はヘラミガキされている｡内面外輪にはススが付着している｡

第6図の4-6は壷の底部で､同図7-14は婆の底部である｡婆の底部には脚台状をなす

ものもみられ､ 10は底部に穿孔している｡

-　6　-
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(2) 1号住居跡

遺　構(第7図)

1号住居跡は､第1次調査の際､竪穴の一部が確認されていた住居跡で､ Ⅴ字溝東20m ､

中央平坦面と西平坦面の中ほどに位置する｡不整円形プランの竪穴住居跡で長径7.4m ､短

径6.9mの規模を有する｡床面は､立地が南への傾斜地のためか南へ若干傾斜している｡壁

は､約60度で立ち上がり､壁高は20-25cmを測る｡住居跡中央部では､径約1.4mの円形の

凹みが検出され､中に河原石6個があった｡凹み内では焼土や炭化物が認められたことから

炉として使用されたものと考えられる｡この他､径40-25cmの円形ピットが18個検出され､

深さは10-40cmを測り､ 30cm前後のものが多い｡このピットは柱穴と考えられるがその配列

は不明である｡

J m

PrT_.___.. ,r十.⊥二∃

第7図1号住居跡実測図
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遣物は､住居の規模のわりに少ない｡床面において小形の完形婆形土器が倒横の状態で出

土し､住居跡北西壁の表土直下において伽耶製と推定される陶質土器が出土している｡この

陶質土器は､当丘陵性台地上に分布する古墳に伴うものである｡

番号 ���深さ 儁Hﾘb�荏 ���ｸ+2�番号 ���漢.さ 儁Hﾘb�徳- ��ｸ+2�

1 �+xﾆ�3"�16 澱�･長径33 田��ll �#R�26 ��b�31 �#"�

2 �#b�■7 途ﾒ�25 �#B�12 �#"�28 ��r�･25 鼎"�

3 �+xﾆ�3��29 唐�29 �3R�13 �+xﾆ�C"�30 ��械�､30 免ﾂ�

4 �3��-28 湯�46 �#��14 蔦#��134- �� ��

5 �#R�38 ����30 �#��15 鼎��39 �� ��

1号住居跡ピット計測表　　　　　　　(単位cm)

遺　物(第8図)

遺物は土器のみで壷･聾が出土している｡聾が大半で壷は数点出土したのみである｡ 9は

{L:.了㌣心ンや

/ /　　　　　　　　- 1

･, =淫転.
Jl  }

''･,I, -1-L.  I :'.;

′　■ 'ヽ　･-
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..　　▼･･-　■l
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I1　--▼ I-

宣芸_:-
鶴.･,亘.I-7.･語▲
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㌔

1ゝ2

､一●　　山

､γ
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0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

LL-.  . .. . ｣  . . [ .__･__｣

第8図1号住居跡出土遺物(13は陶質土器)
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内面に突帯をもつ口縁部で､ 10は､外反する口縁で口唇部に沈線がみられる｡

婆は､口縁部に端部が丸みをおびる突帯をもつもの(1-4)が出土している｡ 2は突帯

間に弧状の沈線がみられる｡内外面ともナデ調整である｡ 6は､口縁上面が内傾し､内面は

ナデ調整である｡ 8は､口縁部及びその直下に突帯をもち､突帯上には刻みが施されている｡

7は､口縁部に突帯をもつ小形の婆である｡口縁上面はほぼ平坦で脚台状の底部をもつ｡口

径5.1cm､器高10cmを測る｡

13は短頚壷の陶質土器である｡口縁部は先細りで上面は平坦となっている｡頚部に一条の

突帯が巡り､胴部はいびつを球形である｡肩部及び口縁内面に灰かぶりがみられる｡口径約

ll.3cm､器高10cmを測る｡胎土は赤茶色を呈する｡

(3) 2号住居跡

遺　構(第9図)

2号住居跡は､ Ⅴ字溝西20mの西

平坦面北縁に位置する｡住居跡は工

事のり面で確認され､南半分は消滅

している｡平面形は不整円形を呈し､

規模は径約3.3mを有する｡壁高は

約30cmを測り､ほぼ垂直に立ち上が

る｡住居跡中央部では､径約55cm､

深さ24cmの円形ピットが､その北西

に隣接して径22cm､深さ34cmの円形

ピットが検出されている｡小円形ピ

ットは柱穴で2号住居跡は､ 1本柱

の住居とも考えられるが定かでない｡

i

遣物は､住居跡西半部の円形ピッ

ト周辺で土器を中心とし､石器が数

点出土している｡

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第9図　2号住居跡実測図

遺　物(第10､ 12図)

遺物は土器中心で､石器は砥石､軽石製品が出土している｡土器は壷と婆があり､壷の出

土量は少ない｡

-lll-



壷は､大きく外反する口縁をもつタイプである｡ 1､ 3は口唇部に刻みが施され､ 2は内

面に突帯がある｡ 5､ 6は肩部で数条の突帯があり､ 5は刻み目突帯となっている｡

婆は､口縁部とその直下に突帯をもつタイプが大半を占める｡ 7､ 8は､口縁部の突帯が

直下の突帯に比較して極端に長く､口縁上面は外傾する｡ 7は口縁3cm下に3条の断面三角

形の突帯をもつ｡ 9二12は､口縁及びその直下に突帯があり､口縁上面は12以外は平坦であ

る｡いずれも突帯上に刻みが施されて､ 12は縦位の沈線が2条みられる｡ 7-12は内外面と

もナデ調整である｡ 13は､口唇部が外傾し､口縁下に刻み目突帯をもつ｡ 14､ 17は､口縁部
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に刻み目突帯をもち､内面がわずかに盛り上がっている｡内面ナデ､外面ハケ調整である｡

15､ 16､ 18､ 19は婆の胴部で刻み目突帯がある｡ 15は2条の洗練が斜走している｡

20-22は平底ないしあげ底の底部で20､ 21が牽､ 22が壷の底部と考えられる｡

第12図6は､ 16cmX10.5cmの長方形状の砥石で厚さ約4cmである｡両面とも使用されてい

るが､片面は特に使用されている｡同図7は､ 6cmX 9cmの隅丸長方形状の軽石製品で中央

に幅1.5cm､深さ1cmの溝が横断している｡

(3)その他(第2図)

V字溝の西10mのところにおいて､径3.5m､径2mの円形プランをなす浅い竪穴状遺構

が検出されている｡この竪穴状遺構内及び周辺から遺物がまとまって出土している｡遺構の

性格については不明である｡

遣　物(第11､ 12図)

壷は､外反し先細りとなる口縁部(2) ､刻み目突帯をもつ肩部が出土している｡

婆は､ 3､ 4が口縁部とその直下に突帯をもち刻みが施され､ 6は口縁部内外面に突帯が

っけられT字状ををしている｡内面ナデ調整､外面はハケ目の上をナデ調整されている｡婆

の中で大半を占めるのは､口縁部とその3-4cm下に突帯をもつタイプである｡ 8は完形に

復原された婆で口径25.1cm､器高26cmを測る｡突帯上には刻みが施され､口縁下の2条の突

帯は結合せず､それぞれ反対方向で終る｡突帯のつくりは丁寧である｡内面はナデ調整､外

面は底部付近がヘラ磨き､中位がハケ､上位はハケの上をナデも加えられている｡胴部上半

には､全面にススが付着している｡ 9､ 12の突帯は刻目突帯で内外面ともナデ調整である｡

10は内面ナデ､外面ハケ､ 11は内外面ともハケ調整である｡ 16､ 17は婆の底部と考えられる｡

石器は､石錘､偏平片刃石斧､穿孔具､石鍬様石器が出土している｡偏平片刃石斧3は長

さ6.2｡m､刃部階3.5cm､厚さ約0.9cmである｡穿孔具4は断面変楕円形で棒状の形態で一端

に口転痕を残し､半球形状の先端となっている｡ 5は石鍬様の形態で現長23.5cm､幅9.1cm

を測る｡反りが見られ､中央部には溝もつけられている?
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3.古墳時代

(1)古　墳(第13､14図)

古墳は､中央平坦面の西端に位置する径11.5m､高さ0.9mの円墳で葺石が2条鉢巻状に

巡っている｡墳丘の土層は､暗褐色土を基盤として､褐色土､黒色土が交互に厚さ10-ノ15

cmでほぼ水平となっている｡土層の状態から墳丘の築造工程は､自然層である暗褐色土層面

において墳丘の基底部を裁頭円錘状に成形し､以後､ 10-15cmずっ盛土していったと考えら

れる｡

葺石は､幅約80cmをもって2条鉢巻状に巡っている｡木の抜き取りのため3ヶ所が欠除し

ていた｡上段の葺石は雑然と配石されている｡下段は整然としており企画性が認められる

(第13図) ｡下段の葺石は､最初に墳丘裾部を1-2m間隔で人頭大の河原石を配し､その

間をやや小さい河原石で墳丘裾を縁どりしている｡墳丘斜面の書方は､人頭大河原石上部を

1列偏平を河原石を突き刺すようにしており､それが12段前後確認された｡人頭大の河原石

の1-2mの間も同様に葺いているが､その書方は乱れが生じている｡また､墳丘の裾周辺

及び下段の葦石の10cmほどの上層においても河原石の散石がみられ(図版4) ､上段と下段

の葺石の問でも若干みられた｡

くつ

く〇

A QA′n
噂o Q陛3U

≡ ≒美幸≡主事
.:1?/I--:1?a Ill:冒1:

Q

10
⊃▽

第13図　北東部の葺石平面図
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土師片散乱

0　　　　　1　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　5m

-17-18-

土層注記

Ⅰ:表土

Ⅲ:褐色土層(しまりがない)

Ⅲ:黒色土層(やや褐色をおびる)

Ⅳ:褐色土層(しまりがない)

V:黒色　土(ややしまりがあり､硬い)

Ⅵ :黒褐色土層

Ⅶ:褐色土層

第14図　古墳実測図



古墳の内部主体は､平面的には検出されていないが､東西断面の墳丘のほぼ中央部におい

て､幅60 cmのU字形の落ち込みが確認された｡その底と同レベルにおいて銑鉄が1点出土

し､また､ 25 cm上において蛇行剣が1点

出土している｡その方向は東西である｡幅

60 cmで確認されたU字形の落ち込みを蛇

行剣の方向で幅を推定すると45cmの土壌と

なる｡したがって､古墳の埋葬法は直葬と

考えられる｡木棺の使用については､土壌

上位に副葬された蛇行剣がほぼ水平に出土

し､原位置を保っているとも考えられるの

で確証はをい｡推定土境線に隣接して､墳

丘上部で土師器･器台が1点出土している｡

遺物は､この他､墳丘の東､南南東､南

南西､北の4ヶ所の裾部において､敵石の

聞及び下部において墓前祭等の祭把として

使用されたと考えられる高杯などの土師器

が少片が出土している｡また､墳丘の盛土

から如意形口縁に類似する口縁部が短く外

反し､胴部が若干はる弥生の牽片が1点出

土している｡ (第15図6)

遺　物(第15図)

蛇行剣(3)

身がほぼ中央で1回蛇行する全長77.8cm

のいわゆる蛇行剣である｡身長61.2cm､身

幅は中央部で4.2cmを測る｡厚さは､さび

ぶくれのため正確には計測されないが現厚

0.6cmである｡茎の長さは16.6cmで目釘穴

が1ヶ所ある｡
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銑鉄(一2)

変形圭頭斧箭式で全長16.9cm､鉄身最大幅4.5cmを測る｡茎に矢柄の痕跡は認められない｡

刀子(1)

現長4.7cm､茎長2.3cm､身幅約0.9cmを測る｡

高杯(5)

杯部は深い半球形をなし､脚はやや短く､裾部は外反する｡杯部に脚部の接合は､杯部を

挿入する方法をとっている｡器壁は風化のため手法は不明

器台(4)

杯部底部に穿孔があり器台と考えられる｡脚部はラッパ状に開き､内面上部にしぼりがみ

られる｡脚裾部の径12.4cmを測る｡

Ⅲ　結　語

2回にわたる鐙遺跡の発掘調査により弥生時代及び古墳時代の遺構が検出されている｡弥

生時代の遺構は､竪穴住居跡2､竪穴状遺構2､ Ⅴ字溝1があり､各遺構からは､土器を中

心とした遣物が出土している｡土器は婆､壷､蓋があり､婆の出土率が高い｡婆の形式は､

各遺構により差がみられる｡出土状態が住居跡､竪穴状遺構においては床面及びその付近で

あり､ Ⅴ字溝においては中層において集中して出土していることから､各遣物は一時期の一
1

括資料として把握できるものと考える｡そこで､鐙出土の土器を次のように分類する｡鐙Ⅰ
2

類として､第2号住居跡生土の土器をあげたい｡ I類土器の蜜は口縁部とその直下に突帯上

に刻みを有する｡第Ⅱ類として､第1号住居跡及びⅤ字溝出土の土器をあげる｡婆は､ロ縁

部及び数cm下に突帯をもつタイプである｡突帯は､端部が尖りぎみのもの､丸いものや､台

形状を呈するものがある｡聾の底部は､平底､脚台状の底部である｡壷は､口縁部が外反し

単純を口縁を有するもの､頚部が内湾ぎみに内傾し､口縁部が大きく外反し内面に突帯を有

するものがあり､前者は後者に比して小形化している｡第‡類土器は､城ノ越式に類似して

おり､中期前半に比定される｡
3              4

県内の中期初頭～前半の遺跡は､高鍋町持田中尾遺跡､高崎町今村遺跡がある｡山中氏の
5

編年によると､この時期をⅡ期とし､ I a期に下城系の聾､亀ノ甲式婆の系譜をひくと思わ

れる内湾する胴上半部と口縁､胴部の突帯が特徴的をものをあて､ Ⅱb期に､鐙遺跡の新しい

様相をなすものをあて､口縁部突帯が三角から台形に変化し､横にやや拡張され倒し字化が
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が進行するとしている｡鐙Ⅲ類としたもののうち一部が山中氏編年のⅡbに属する｡口緑部

突帯が台形したものは､突帯を有する婆では新しい様相を示すので､ Ⅱ類はさらには分類し

うるが､ 2号住居跡及びV字溝の出土状況からここでは一括しておきたい｡ Ⅱ類土器には､

内面に突帯をもつ壷や洗練をもつ賛意と古い様相もみられる｡

鐙I類に類似する土器は､中尾､今村の両遺跡で出土している｡鐙出土の土器は､口縁と

その直下の突帯の部分のみが出土しているが､ 2号住居跡には､突帯を数条もつ婆の胴部も

出土しおり､中尾の例などからⅠ類の婆は胴部にも突帯をもつものもあると推定される｡

今村には､口縁部とその直下に突帯をもつものが出土している｡ Ⅰ腰の聾は‡類に先行する

ものと考えられる｡鐙Ⅰ類は､中尾､今村出土のものに比べで稚拙さは否めない｡

鐙Ⅰ類を出土する遺構は1号住居跡､澄Ⅱ類を出土する遺構はV字溝､ 1号住居跡､竪穴

状遺構(住居跡?)があり､発見された住居跡は少ない｡しかし､西平坦面は､地形及びそ

の面積から集落が存在し､ V字樺は､鐙Ⅲ類の時期に西平坦面集落を区分していたと考えら

れる｡

鐙遺跡は､標高約58mで沖積面との比高差50mの丘陵性台地上に立地している｡このよう

を地形に立地する弥生時代の遺跡はこれまで知られていなかったが､鐙発見後､中尾遺跡が

同様を地形において発見されている｡この両遺跡は､弥生中期初頭～前半に中心をおく遺跡

である｡弥生前期の遺跡である宮崎市穏遺跡や新富町今別府遺跡は､後背地に湿地をもつ砂

丘上ないしそれに類する地形上に立地している｡鐙や中尾の例のように中期初頭～前半の遺

跡が丘陵性台地上に立地すると､資料が少ない現在断定できないが､宮崎平野部における弥

生時代遺跡の動態を考えるうえで興味深いものがある｡

古墳は､径11.5mの小規模の円墳をがら､墳丘が版築であり､葺石も2条鉢巻状に巡るな

ど丁寧をつくりである｡築造時期は､墳丘裾で出土した土師器等から6世紀前半と考えられ

る｡古墳の発見された東のゴルフ場内には､小丘ををし､なかには葺石らしい河原石が露出

しているところもある｡この部分は古墳と考えられる｡この他､遺跡の立地する丘陵上及び

その周辺には小円墳が分布しており､茸石をもつものもある｡また､ -ツ瀬川河口右岸の洪

積世台地や丘陵上には､多数の古墳があり､多くは小規模を円墳で小グループをなして分布
(6)

している｡これらは､富田古墳群と称されている｡富田古墳群の西約5kmの洪積世台地には前
(●7)

方後円墳22基などから成る新田原古墳群がある｡この両古墳群は､墳形､古墳の規模､立地

などに差がみられ､富田古墳群は古墳時代後期に盛行する群集墳としてとらえら.れそうだが､

今後の課題としておきたい｡
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註

1.土器の形式からの分類でなく､遺構出土の一括資料を鐙Ⅰ類､ Ⅱ類としている｡その

ため､今後､形式から細分される可能性は残されている｡

2.口縁部とその直下に突帯をもつ聾は除いて考えている｡

3.北郷泰道､ ｢持田中尾遺跡｣高鍋町教育委員会1982

4.茂山　護｢今村遺跡｣九州縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書(3)宮崎県教育

委員会1979

5.山中悦雄｢宮崎平野における弥生土器編年試案一素描-｣研究紀要No.8宮崎県総合博

物館1983

6.富田古墳群の一部､円墳60基､横穴基5基は県指定の史跡となっている｡

7.新田原古墳群は､前方後円墳22基､方墳2基､円墳186基から構成される国指定の古

墳群｡昭和14年､梅原末治博士により3基が発掘調査されている｡全長約68.2mの前方

後円墳45号墳の内部主体は横穴式石室､全長約30mの前方後円墳第42号の内部主体の床

面で粘土床が発見され､金銅装圭頭太刀等が出土している｡

一･一一22日-



図版1

(1)遺跡の近景

(2)発見当時の∨字溝
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図版2

(1)∨　　字　　溝

(2) V字溝､､遺物出土状況
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図版3

(1) 1号住居跡

(2) 2　号住居跡

-25-



図版4

(1)古　墳(伐採後)

(2)古　墳(表土を剥いだ後)
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図版5

(1)古墳北東部の葺石

(2)遺物出土状況
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図版6

∨字溝出土遺物
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図版7

∨　字溝

V字溝.･ 1号住居跡出土遺物
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図版8
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図版9
.二二

出　土　遣　物
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1､ ∨字溝　2･3､竪穴状遺構

4-6､ 2号住居跡　7､古墳



図版10

5

1-5､古墳

6､ 1号住居跡

古墳時代遺物
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看

1 ･本書は新富町日置地区における農地基盤整備事業に伴い､新富町教育委員会が実

属した藤掛(ふじがかり)遺跡の発掘調査報告書である｡

2･発掘調査は昭和56年8月27日から同年9月20日まで実施した｡

3.調査関係者は次のとおりである｡

調査主体　　新富町教育委員会

教育長
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文化財担当
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高　松　昌　波

/新　名　正　坦

山　本　繁　華(現在､山崎達男)

松　原　富美彦
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(県教育庁文化課主任主事･現在県総合i

博物館埋蔵文化財センター主任主事)

有　田　辰　美

菅　付　和　樹

(県教育庁文化課主事)

4.遺物の実測は､埋蔵文化財センター津隈久美子氏に協力いただいた｡

5.執筆は､岩永､有田が行い､文責については目次に明記している｡

6.本書の編集は､岩永が行った｡

7.本報告の方位は磁北である｡また､レベルは海抜絶対高である｡
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第Ⅰ章　　序　　説

1.発掘調査に至る経過

新富町教育委員会は昭和56年度､国･県の補助を受けて追跡詳細分布調査を実施した｡

この調査は町内全域を調査対象として､追跡の所在､分布状況､性格等を把捉し､埋蔵文

化財の保護を積極的に推し進めるための基礎資料作成を目的としたものであった｡藤掛遺跡

の発見は､この分布調査中の出来事であった｡

昭和56年7月30日､日置地区の分布調査を行った際､工事中であった農地基盤整備事業地

内に土師器多数が出土しているのを発見した｡町教育委員会は早速事業主体者である宮崎県

-ツ瀬土地改良事務所に連絡するとともに､県教育庁文化課にもその旨報告し､ 8月5日､

現地(大字日置3616番地の25)において県文化課､県-ツ瀬土地改良事務所､町教育委員会

の三者により同地が遺跡であることを確認した｡その時点での遺構は全長約15m､幅50cmの

溝状遺構､一辺5mはどの方形竪穴住居跡などであり､出土遺物から古墳時代後期のものと

考えられた｡

遺跡の取扱いについて､県-ツ瀬土地改良事務所と協議を重ねたが､工事計画上現状保存

は困難であるとの結論に達したため､やむを得ず発掘調査を行い､記録保存の措置をとるこ

とになった｡遺跡の発見以来､現地の保全について地元の富岡建設の方々には種々御協力い

ただいた｡

発掘調査は昭和56年8月27日から9月17日までの予定で､県教育委員会の協力を得て実施

することにした｡

2.遺跡の位置と環境

新富町の大部分は-ツ瀬川の北岸の広大を洪積台地に占められている｡その台地は宮崎平

野を構成する平坦面(Ⅰ～Ⅷの8面群に分けう隼る)のうち､古い順にⅦ面(茶日原面) ､
(注1)

Ⅵ面(三財原面) ､ V面(新田原面)にあたり､藤樹遺跡はV面に相当する台地に所在する｡

遺跡の西から南にかけては小さを谷に刻まれ､北西から南東に流れる日置川によって南の

段丘面と分断されている｡したがって､追跡は台地の縁辺部に位置していることになる｡遺

跡の標高は約70mである｡

これまで同地周辺では古墳を除いて他の遺跡の存在はあまり知られていなかった｡しかし､
(i主2)

先述した昭和56年度の遺跡詳細分布調査によってかなり把捉された｡日置地区は高鍋町と隣
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中

第1図　遺跡位置図(付表参照)
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付表　　　　　　　　周辺遺跡地名表(番号は第1図の番号に対応する)

番号 冖ﾈ��所在地 偃ﾙ¥｢�時代 價ﾘ･i+(ﾛ��備考 

1 �:�ｧﾈ�)�R�大字日置字藤樹 偖yx��R�縄文.古墳 傴｣Sb纈� 

2 ��h�"rﾂ�大字日置字新山 伜YWｩ&��縄文 �� 

3 傅ﾈ���大字日置字小漆 梯��縄文 �� 

4 ��8��w��大字日置字上園.古園 梯��古墳 �� 

5 冦偉ｸ�b�大字日置字木戸 ���先土器.弥生 古墳 �� 

6 �,ｨ�"w��大字三納代字通山 碇��弥生.古墳 �� 

7 ��H鈐r��大字日置字赤松 梯��弥生 �� 

8 侏Hﾏｲrﾂ�大字日置字原口.西中牟 梯��縄文 �� 

9 ����ﾆｪIkI68�b�大字日置字東小牟田 偖yx��R�弥生 ��遺構あり 

10 ��ﾈ6ykI684��大字日置字′j､牟田 伜YWｩ&��古墳 �� 

ll ��ﾙ}�鮖�R�大字日置字常林寺 倬ｹ�R�中世～近世 ��古石塔あり 

12 �(iYｨ�)�R�大字日置字中伏 伜YWｩ&鈔�弥生 �� 

13 俑�¥ｩWｴ��b�大字日置字今別府 ���古墳～中世 �� 

14 俑�¥ｩWｴ"ﾂﾂ�大字日置字今別府 大字三納代字新町 ���弥生 �� 

15 弔r��大字三納代字鐙 偖yx��R靂9Zﾒ�弥生.古墳 傴｣Sb�"� 

16 儻�69�ｨﾌ9Zﾒ�大字日置字隅ケ迫ほか 侘9Zﾒ陏�ﾈｩ^b�古墳 ��昭19.12.25 県指定 

17 鳴�,yZ｢��大字新田字鶴ケ牟田 ��先土器 ��ナイフ形石器1 石_核1 

高鍋町 

18 �ｨ侭$ｨﾌ9Zﾘﾅ��大字南高鍋字日置牧 侘9Zﾒ�竰�古墳 �� 

19 ��$ｨ��ﾈｩ^hﾅ��大字南高鍋12,377 ��ﾈｩ^b�古墳 傴｣Sr�2�(ｮ竰� 

20 ��8侭$ｨﾌ9Zﾘﾅ��大字南高鍋字翌夏署 侘9Zﾒ�竰�古墳 ��昭12.7.2 県指定 

21 唸捧�ﾘ�(ﾌ9Zﾒ�大字南高鍋字高岡11,624 侘9Zﾒ�竰�古墳 ��南九州大学構内 

22 ��Y$ｨﾋHﾌ9Zﾘﾅ��大字南高鍋字水谷原ほか 侘9Zﾒ����ｸﾎ8冷阯竰�古墳 傴｣C偵2��ｮ竰� 

23 冦�ﾞﾈﾌ9Zﾘﾅ��大字南高鍋字四ツ塚 侘9Zﾒ�竰�古墳 ��昭12.7.2 県指定 

※新富町分については｢新富町の埋蔵文化財｣の地名表をもとに一部加筆した｡

※高鍋町の県指定古墳は一括して高鍋町古墳として指定してある｡
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接しているが､高鍋町側の分布調査が十分でをいため､第1図･同付表では新富町の分布が

濃密になっている｡

先土器(旧石器)時代については､追分から大野寅夫氏がナイフ形石器､石核を採集され､
(注3)

同台地の遺跡存在を裏付けたとして注目された｡

縄文･弥生時代は現在のところ散布地の確認程度の状況である｡
(注4)　　　　　　　　　　　(注5)

古墳時代になると､発掘調査例が3例ある｡鐙遺跡(新富町) ､永谷横穴墓群(高鍋町)
(注6)

地理的に隔たりがあり同台地の北緑にあたるが水谷原古墳(高鍋町)であや｡

鐙遺跡は昭和56年2月の調査で､弥生時代の溝状遺構､住居跡､遣物として偏平片刃石斧､

蓋形土器､牽形土器などが出土し､円墳1基から蛇行剣などが出土している｡

永谷横穴墓群は造成工事中に崖の法面から2基発見されたもので､金環､鋼環､刀子､須

恵器､土師器等が出土したが､横穴墓の性格上周辺にも相当の未発見のものが予倒される｡

昭和57年3月､高鍋町教育委員会によって調査された○

水谷原古墳は､昭和49年3月､道路改修の際に円墳1基が調査されたが､保存状況も悪く､

盗掘も考えられ､埋葬施設など確認できず､遣物として須恵器と土師器が出土している｡須

恵器の編年観から6世紀後半に比定される｡

注1遠藤　尚｢新富町の地質と地形の概括｣ 『新富町の埋蔵文化財　遺跡詳細分布調査

報告書』 1982　新富町教育委員会

注2　同上報告書

注3　茂山　讃･大野寅夫｢児湯部下の旧石器｣宮崎考古第3号1977　宮崎考古学会

注4　｢澄遺跡｣新富町文化財調査報告書第2集　1983　新富町教育委員会

注5　未報告

注6　｢児湯郡高鍋町水谷原古墳調査報告｣　宮崎県文化財調査報告書　第18集　昭和51年3月

宮崎県教育委員会

3.発掘調査の経過と概要

発掘調査は昭和56年8月27日から実施した｡

藤掛追跡は洪積台地が舌状に南へ延びる基部に位置しているが､遺構の確認された所から

南の畑地部分は工事計画地に入っており､既にかなり深くまで掘削されていた｡そのため､

遺構の存否について検証する術はなく､周辺における遺物の採集のみに留まった｡しかし､
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畑と山林の境界の法面では土器を包含した状態の住居跡らしい落ち込みを確認することがで

き､更に南まで含めた広範を地域を遺跡として認定しても良いと考えられる｡

調査は磁北方向を基線として東西南北に5mグリッドを組み､東西線の西からA､ B､ C

､南北線の北から1､ 2､ 3･--･-･とした｡

調査に入る段階では､住居跡4軒と溝状遺構を確認していた｡住居跡は南から1号､ 2号

------と呼称することにした｡

藤掛遺跡の基本的を層序は､ I ･表土(約25cm) ､ ‡ ･アカホヤ層(約10cm) ､ Ⅲ･ブロ

ック状の黒褐色土層(約20cm) ､ Ⅳ ･粘質褐色土層となっている｡第Ⅱ層のアカホヤ層が露

出するまで削平されていたため､遺構は明瞭に確認することができた｡

4軒の住居跡はいずれも基本的に4本の主柱をもった方形プランの竪穴式住居であり､中

央付近に炉跡を有するものであった｡遺物は量的に極めて少なく､土師器､須恵器がほとん

どを占め､石器は皆無であった｡なかでも炉跡に残っていた土師器の出土状況は炉の変遷上

からも注目される｡

第2図　遺跡周辺地形図
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調査は9月17日までの予定であったが､その後､工事中に5号住居跡が発見され､ 9月20

日に終了した｡同地は現在畑として使用されている｡

第Ⅰ章　古墳時代の遺構と遣物

1. 1号住居跡

a.遺　構(第4図)

1号住居跡は今回調査の住居跡の中では西端に位置し､円形状に巡る溝状遺構のいわば外

郭にあたるものである｡南北4m60cm､東西3m90cmの床面規模を有した長方形竪穴住居跡

である｡壁高は良く残っている所で､ 20cm程度であり､床面はほぼ平担ををしている｡東南

隅は開墾または耕作によるとみられる新しい時期の溝によって切られており､壁面状況は明

らかではない｡なお､北西隅に近く方形状掘り込みがみられたが､住居跡にともなうものか

どうか定かでない｡柱穴は住居プランの対角線上に3個所検出されたが､それぞれの規模を

記すと､ P1 -18cm (住居床面での径) ×20cm (深さ) ､ P.2　-18×20､ P3　-20×15であ

ABCD/EFGH王JKL 

1 2 3 4 I- 〇 6 7 8 9 10 �� �� 冓｢�8ﾘh�ｸ��R�釘� �� �� �� 

■■ 劔 稗� �� �� 

/ ��○ � ���� �� 白�
0 0 ○ 2号住居跡 � ��白��ﾈ�ﾒ�� ��

5号住居跡 � ��

溝状 I 刪竝¥ �� ���� ���♂ ��

○ eo 居跡 �� �� � ��1号ー 偃Xｸ��R� 
0 l早† 儖 �7俎ｲ��� ���� �� ��

051Qml 

第3図　遺構分布図
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第4図1号住居跡実測図
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り､柱穴としてはいずれも浅目のものといえよう｡また､住居跡の南寄りには聾形土器が埋

置された状態で検出され､周囲に焼土塊および焼土面が認められた｡焼土中からは木炭､土

製九五が出土している｡遺物は少なく､領恵器杯1 (ほぼ完形) ､土師器牽1 (半完形) ､

土製丸玉2が主をものである｡

b.遣　物(第5･6図)

須恵器杯身(第5図1)

出土状況は住居跡の埋土中から

破片となって出土し､床面直上と

はいえない｡接合の結果､ほぼ完

形に復原できた｡口径13.5cm､高

さ　4.0cmを測る｡立ち上がりは低

く､やや内傾しており､口緑端部

は先細りとをる｡蓋受けは水平に

のび､同じく先細りとなり､丸み

を帯びている｡底の浅いタイプで

ある｡底部はヘラ削りで､器面に

対して左回転の調整を行い､口縁

部および内面はヨコナデである｡

砂粒を多く含み､青灰色を墨する｡

土師器牽(第5図2)

炉跡に置かれていたもので､口

縁部を欠くが､胴中央付近に最大

第5図1号住居跡出土遺物実測図(1) (縮尺1/3)

径を有し､丸底である｡胎土には2-5mm大の砂粒を多く含み､

粘土紐の継ぎ目を観察することができる｡器壁が脆弱化してお

り､調整は不明瞭である｡部分的に赤味を帯びるが､全体的に

は褐色を呈する｡

胴部の最大径21cmを測る｡

土製丸玉(第6図)

2個出土しているが､いずれも床面直上ではない｡大小あり､

大きい方は1.9× 1.7cm､小さい方は1.3× 1.2cmで､長軸方
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向に1mm程度の貫孔がある｡

2. 2号住居跡

a.遺　構(第7図)

2号住居跡は規模が最も小さく､南北3m90cm､東西3m70cmの床面規模を有したほぼ正

方形の竪穴住居跡である｡壁高は高い所で20cmを残している0-床面はほぼ平坦である｡プラ

ンの西および南側に楕円形状の浅い掘り込みがあるが､住居跡との関係は不明瞭である｡柱
I

穴は住居プランの対角線上に4個所検出され､ 1辺1m60cmの正方形に結ばれる｡柱穴の規

-69.)8m-

-69.18m

第7図　2号住居跡実測図
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槙は､ Pl･. -20cm (住居床面での径) ×24cm (深さ) ､ P.2 -17×20､ P5　-28×20､ P4

-23×19であり､ P3･を除いてほぼ形状を同じくしている｡その他､北東隅に近く､壁面に

接して1箇所柱穴があり､その規模はP.5 -20×25である｡

住居跡の中央には焼土で埋れた窪みがみられ､土師器婆形土器が1個体分破砕して出土し

ている｡

遺物は1号住居跡同様に少なく､土師器婆1､須恵器口縁部片2､舟塗土器片1ほか若干

の土師器片を数える程度である｡また､北東隅から焼石群が検出されたが､縄文時代早期に

みられる集石に関するものであろうか｡焼土等はみられず､平坦を状態での出土である｡

b.遣　物(第8図)

須恵器杯蓋(1)

推定口径12.8｡mの口縁部片である｡天井部と休部の境に明瞭を突起を残しており､口縁端

部は丸い｡胎土の粒子は細かく､焼成良好で青灰色を呈している｡

土師器椀(2)

北壁に近く出土しており､全体

の四分の-ほどの破片で､内外面

とも丹を全面塗布している｡焼成

良好｡

土師器牽(3)

中央部の炉跡出土のもので､口

縁部を欠いているが､胴が膨み､

底部は厚い丸底をなした器形であ

る｡内面の底部はナデ､胴部はヘ

ラ､外面は部分的をたて方向のヘ

ラ調整を行っている｡胎土に2-

3mmの砂粒を多く含み､焼成良好

を赤褐色を`呈した土器である｡

iiiI I
∈====一一==_==∃

1 0cm

第8図　2号住居跡出土遺物実測図(縮尺1/3)
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3. 3号住居跡

a.遺　構(第9図)

3号住居跡は南北5m30cm､東西5m 30cmの正方形竪穴住居跡で､当遺跡では大型に属す

る｡壁高は良く残っている所で336mを測る○床面は平坦である｡柱穴は住居プランの対角線

上に4箇所検出され､柱穴間は3mから3m30cm程度で方形に結ばれる｡

第9図　3号住居跡実測図
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柱穴の規模は､ P1 -20cm (住居床面での径) ×20cm (深さ) ､ P2､-20×34､ P3　-20

×20､ P4　-18×32でほぼ同規模であるが､ P2 ､ P4　が深く安定したものである｡プラン

の中央南寄りには土師器の聾形土器が埋置された状態で検出され､周囲に焼土､戻化物混入

土が認められた｡なお､西南壁に楕円状掘り込みがあるが､これは新しい時期の所産である｡

遺物は少なく､土師器の牽1 (半完形) ､須恵器口縁部片､鉄揮および若干の土師器片程

度である｡

b.遣　物(第10図)

須恵器杯身(1)

推定口径12.5cm､高さ3.4cmを測る｡.立ち上がりは低く､内傾しており､先細りとなる｡蓋

受けは水平で端部は丸い｡底部は器面に対して左回転のヘラ削りである｡ ｢-｣のヘラ記

号を付している｡休部および内面はヨコナデ仕上げである｡ 1-4mm大の砂粒を多く含んで

いる｡

須恵器杯蓋(2)

推定口径14.0cmを測り､天井部と休部の境の突起はみられない｡口縁端部は丸い｡ 1の杯

身とセットをなすものと考えられる｡

土師器杯身(3)

口径13.3cm､高さ5.1cmを測り､底部は厚く､休部と受け部の境は稜ををし､内傾して冒

.縁端部へ至る｡焼成悪く､器壁の風化も著しい｡丹塗の痕跡が薄く認められる｡淡褐色を呈

する｡

土師器婆(4-6)

4 ･ 5は外反する口縁部片で､内外面とも口縁部から頚部にかすてヨコナデ､以下はナデ

調整である｡ 4は粘土の継ぎ目が明瞭に認められる｡焼成良く､色調は淡褐色を呈している｡

多くの砂粒を含んでいる｡

6は炉跡中央に据えられていたもので､底部は厚く丸底をなし胴部は膨らみ頚部のややし

まった器形をしている｡最大径は胴の上部にあり､ 21.5cm程度である｡外面は摩滅が著しく

調整痕は不明瞭であるが､内面は横方向のヘラ調整､底部はナデである｡胎土には砂粒を多

く含み､焼成も良くはなく､全体的にもろくをっている｡外面には部分的にススが付着して

いる｡褐色を呈する｡

土師器高杯(7･8)

小型高杯の口縁部とみられる｡器厚は薄く､口唇部は平坦で端部の上下が張り出している｡
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7は焼成が良く､ハケメ調整ののちみがきを施している｡

その他､ 9に示すタタキ痕のある土器片も若干出土している｡
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10cm

第10図　3号住居跡出土遺物実測図(縮尺1/3)
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utZ6.69　-

第11図　4号住居跡実測図
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4. 4号住居跡

a.遺　構(第11図)

4号住居跡は南北4m40cm､東西3m 70cmの床面規模を有した隅丸長方形の竪穴住居跡で

あるが､東隅は円形状を呈しており､不整形である｡柱穴は2ヶ所検出されたが､ブラシの

対角線上に規格的に配置されていない点で1. 2. 3号住居跡と異なる｡

ピットの規模は､ P1 -17cm (住居床面での径) ×21cm (深さ) ､ P2　-18×17である｡
J

住居跡の中央には土師器牽形土器が埋置され､周囲には焼土がみられた｡また､西および東

隅の床面直上には径25-30cmの川原石が出土している｡

遺物は少なく､土師器の牽1､椀1 (ほぼ完形) ､須恵器口縁部片ほか若干の土師器片で

ある｡

b.遣　物(第12図)

土師器椀(1)

北側壁に近く出土したもので､ほぼ完形に復することができた｡口径13.8cm､高さ5.2cmL

で半球形状を呈する｡底部が最も厚く､次第に薄くなり口縁部へ至る｡口唇部直下にわずか

を窪みがあり､端部は丸い｡ 2-

第12図　4号住居跡出土遺物実測図(縮尺1/3)
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4mm大の砂粒を多く含み､焼成は

良い｡

牽(2)

住居跡中央に据えられていたも

ので､胴中央から口縁部にかけて

欠失している｡底部が最も厚く､

平底に近い丸底である｡胎土には

2-3mmの砂粒を多く含み､焼成

も良好とはいえない｡赤褐色を呈

し､全体的に脆くなっている｡



∈∞6'69　taAa1　-

Ⅰ :黒褐色砂質土層

‡ :褐色砂質土層

中央部

a:粘土

a′:粘性土

0　　　　　　　　1m

c〝:灰黒色土(C′より淡い) L⊥]･･-I_∩ ,rJ

c〃:黒褐色土(しまりがある)

Ⅲ :褐色砂質土層(赤ホヤブロック) a〝:漸移層(粘土混り)

Ⅲ′:褐色砂質土層(Ⅲより暗い)　b:焼土(赤褐色)

Ⅲ〝:暗褐色砂質土層　　　　　　C :灰黒色土(灰?)

Ⅳ:暗褐色土層(赤ホヤ混り)　C,: ,/ (粒子がCより細かい)

第13図　5号住居跡実測図

-Level 69.98 m

5. 5号住居跡

a .遺　構(第13図)

5号住居跡は南北4m82cm､東西5m36cmを測る東西に梢長い隅丸の長方形である｡壁高

は良く残っている所で35cmを測る｡中央部に粘質土を中心とした盛り上った部分があり､土

層断面に見えるように､その中に焼土(赤褐色)や若干の炭化物を伴をう灰黒色の灰と思わ
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れる層がある｡また土師器聾の底部が粘質土の部分からずれ落ちた状態で出土していること

から､カマドに類似する遺構とも考えられる｡北東隅には稽しまった床面が緩やかに南に傾

斜する部分がある｡その他の床面については∴土層断面にみられるようを黒色土に赤ホヤ混

りの非常に硬い層の貼床が所々にみられる｡ピットについては､検出出来なかった｡

遺物は､上記の婆の他に､土師小片を少し､磯を数点出土しただけである｡

b.遺　物(第14図)

第14図　5号住居跡出土遺物実測図(縮尺1/3)

土師器牽

1はやや胴が張り､最大径が中

央より上位にあり21.0cm､推定口

径18.8cm､器高21.1cmの丸底の聾

である｡口縁部は僅かに外反し､

内外面ともヨコナデ調整され､休

部外面は､ 1-2cm巾のやや明瞭を

積み上げ痕を残し､やや粗いナデ

がみられる｡底部外面には煤の付

着がみられ､ナデによる調整がを

されている｡内面はほとんど積み

上げ痕が不明を位ナデが行なわれ

ている｡胎土には2-5mmの石粒

を多く含み､焼成は硬く本遺跡出土の中では良好を部類で､色調は淡褐色を呈するが頚部付

近に赤味がかった部分もある｡

6.溝状遺構

a .遺　構(第15図)

重機による削平のため､遺構の全容は明らかではないが､残存している部分の状況を記述

すると､全体的には円形状に連なるが､ D-8区の南西で切り合いがみられ､ 2本の溝状遺

構が存在することになる｡遺構の位置関係をみると､ 1号住居跡を円の外に隣接して2 ･ 3

号住居跡を内側にとり囲むように巡っている｡最も良く残っている所で､溝幅75cm､深さ30

cmを測り､断面は半球形状である｡遺物はB ･ C-6区に集中して出土し､ほとんどが牽形

土器であったが､須恵器杯身片､縄文土器片も各1点出土している｡
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b.遣　物(第16･17図)

溝状遺構内から出土した土器群である｡

土師器聾(1-4)

1は張りの少ない胴中央部に最大径をもち､ややしまった頭部に外反する口縁部がつくo

推定口径17.0｡m､最大径(胴中央) 20.0cm､器高23.8cmを測る｡底部は厚く丸底を呈するが､

中央は窪んでいる｡口縁部から頚部はヨコナデ､胴部はハケメ､底部はヘラ磨き状の調整で

内面はナデ仕上げである｡胎土には1-3mm程度の石粒を多く含み､焼成は良く､うすい褐

色を呈する｡

2は1より大型で､やや胴が張り､最大径は胴中央にあり25.5cm､推定口径22･2cm､器高

25.5｡mを測る｡口縁部から頚部にかけては内外面ともヨコナデ､胴部は内面ナデ､外面ハケ

メ､底部は内面ナデ､外面荒いヘラ削り状を呈する｡胎土には1-5mmの石粒を多量に含ん

でいる｡焼成良く､褐色を呈し､胴上半部にススが付着している｡

3は底部を欠失しているが､器形的には2に類似する｡口径21.5cm､最大径は胴中央にあ

り23.7｡mを測る｡口縁部から頚部にかけて粘土紐の継ぎ目が明瞭に観察され､調整は内･外

面ともにヨコナデである｡また､胴部の外面は下から上へ斜めにハケメ､内面はケズリ調整

である｡胎土には2-3mmの石粒を多く含んでいる｡焼成良好､うすい褐色を呈している｡

4は肩の張りがなく､わずかを頭部のくびれをもち､外反する短かい口縁部がつく｡推定

口径21.5｡mを測り､最大径は胴部にあると思われる｡口縁部内･外面はヨコナデ､胴部外面

はケズリで､部分的にススの付着がみられる｡内面はナデ仕上げである｡焼成が悪いのか器

面全体は摩粍が著しい｡胎土は細かいが､石粒を多く含んでいる｡うすい褐色を呈する○

土師器底部(5-9)

溝状遺構出土の底部を一括した｡
′′▲

5は丸底をなし､肥厚している｡内面はハケメで黒色を呈し､外面はハケメと思われ､上

部にはススの付着､底面には擦痕がみられる｡胎土には4mm前後の大きめの石粒を多量に含

んでいる｡焼成良く､褐色を呈している｡ 7も5と同様厚目の丸底である｡内面はハケメ､

外面はナデを施しているが､一部へラナデがみられる｡胎土に3-4mm前後の石粒を多量に

含み､焼成良く､内･外面とも褐色を呈している｡ 6は甑の底部で､中央に3･5×4･Ocmの

円形状の穴をあけている｡底部の成形は粘土紐を積み上げた後､別の粘土を厚く貼り付け､

指又はへラ状のものでナデ調整している｡胎土には1-3m扇琶度の石粒を含んでいる｡焼成

良好で赤褐色に近い｡ 8はこの遺跡では数少ない平底で､木の葉底であり､外への張り出し
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出土状況図1

出土状況図2

Level 69.30m旦

0　　　　　0.5　　　　1m

溝状遺構断面図

a

‡ :淡黒色(砂質)土層
L H:褐色(砂質) //

Ⅲ :暗褐色(砂質) 〟

Ⅳ:褐色　ク

V:明褐色,y

Ⅵ:褐色混り桜色,, (漸移層)

十

第15図　溝状遺構実測図

十
D8

擾　乱

0　　　　　1　　　　　2　　　　　　3　　　　　4m
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第16図　溝状遺構出土遺物実測周(1日縮尺1/3)

-53-

10cm

E i　.　.　[　1 . .  ..　.　.　1



----1一-I-----

11

6

3 '4-_..･･
ノ

4-　-　日ヽ･.二

g:). EA.,._r. - ,).一__

A ,.二三.'J

r･圭････ '･.･･･
I′持主yL'. I㌧ヽ

L　_　　'..

一一　　　　　　--一

一.

;.[･::I '･, ･.(･･':I J

∩  ■■ I ~~~

∴ -:__.I-:.㍗- :-_: :,.i∵tI:-二

と､{-

､′●■

･LI..7: :,Fit '
上-. ′/l♪

:I,'L:'''_'管鱈
こゝ一　一一

_一√

て..]　/I.

I.I.I ､.'.㍗

誉禦.. 1
{1:∵.': :'浮,l/I::.:Y.
ヽ･ -一　一q--, ･･ >-!,I･:仁王音

!_/ : ･ ..:

第17図　溝状遺構出土遺物実測図(2) (縮尺1/3)
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を有する｡底径11.7cmを測る｡胎土には1-4mmの石粒を多量に含んでいる｡焼成はあまり

良いとはいえず､赤褐色に近い0 9は口縁部を欠いているが､平底の大型土器である｡底部

は厚く､わずか意外今の張り出しがみられ､底径11･5cmを測る｡内･外面とも器面の保存状

況は惑いが､内面はナデ､外面はヘラ状のものによる斜方向の削り上げ､底面はナデとみら

れる｡胎土には2-3mm大の石粒を多く含んでいる｡焼成は良く､赤褐色に近い｡

須恵器杯身(10)
∫

破片のため､口径､器高ともに不明であるが､蓋受けは水平にのび､先端は尖り気味にな

る｡立ち上がりはやや内傾しており､先端部は丸味を帯びている｡底部はヘラ削りで､自然

粕がかかっている｡

縄文土器(ll)

1点のみの出土で､口唇部に平行を刻み目を施し､口縁部上端に円形刺突文を並べ､その

下に先端の切れる沈線文を丸く施文している○赤褐色を呈し､焼成は良い｡前期のものと思

われる｡

7.その他の遺構

土拡(第18図)

円形状に巡る溝状遺構を狭み､

る｡遺構が発見された時の状況で

はアカホヤ層の中にドーナツ状に

黒色土層がみられ､輪を描いた様

を落ち込みと考えられたが､断面

観察により中央のアカホヤは埋土

の一部の可能性が強まり､遺構形

態は円形土肱になるに至った｡南

北約160cm､東西約150cm､中央

部の深さ30cmの規模である｡遣物

は皆無であり､用途､時期ともに

明らかにし得なかった｡

1号住居跡の東約7mの地点に検出された円形の土拡があ

第18図　土砿実測図
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1　黒色土層

n　赤ホヤ層

Ⅲ　黒褐色土層

Ⅲ′　暗褐色土層(パサバサ)
Ⅳ　由色土層(黒褐色混り)

Ⅴ　褐色土層

0　　　　　50cm
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第Ⅲ章　縄文時代の遺構と遺物

集石遺構

a.遺　鹿(第19､20図)ヶ

集石遺構は住居跡群の東方に小谷を隔てた谷頭地形の付け根部台地縁に立地する｡発見さ

れたものは1基であり､西側半分を残した土班を中心にそれに連なると思われる焼磯群が

約1.5mの径で広がっていた｡土鉱はアカホヤ層下の黒褐色土層より掘り込まれ､長軸85cm､

深さ50｡mを測り､推定短軸は65cmを測ると思われ､楕円状の形状を呈するものと思われる｡

土坊上面に･挙大の焼石があり､土層は基本的に3層に分けられ､最下層(Ⅲ層)下部に比較的

まとまった配石をみる以外､焼石･炭化物が中層･上層にわずかをがら散らばった状態で出

土している｡遺物は土砿上面位に白っぽい黒力濯石のチ:yプが数点出土しており､中層(‡層)

上位に押型文(山形)土器片を伴出している｡なお､壁面に焼成を受けたと思われる焼土は

みられなかった｡

0　　0.5　　1　1.5m

1     l      L     _J

第19図　集石遺構実測図(1)

a
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第20図　集石遺構実測図(2)



b ｡遺　物(押型文土器｡第21図)

極めて鈍い角度の山形が押圧された押型文土器片である｡胎土は良く精選されており､少

量の長石を含み､焼成は極めて良好で色調は赤褐色を呈する｡

本遺構はこれまで県内で確認された集石遺構の出土土層及び表面の焼磯の分布等に基本的
(注)

に同様形態をとるが､梯遺跡での面高哲郎氏の分類の中での土鉱振り込みの比較的深いとさ

れるA類に較べて､土拡上面の径が小さく､士砿壁の立ち上がりが極めて急であり三､深さに

ついても比較的に深い｡

出土遣物の押型文土器､チップ､炭化物等から基本的に石蒸しの機能が想起される｡

注　宮崎県文化財調査報告書第24集所収｢梯遺跡｣　宮崎県教育委員会1981

華等騒き息
L ･〆てヽ･ ･-<ヽ-■■ーt :

-トh■■'ヽノーヽ `
'主一･%7

0 5cm

第2-図　集石遺構出土遺物実測図(縮尺7/2)

第Ⅳ事　績 語

今回の藤掛遺跡発掘調査では､縄文･古墳時代の2時代にかかわる遺構を確認できた｡

まず､縄文時代の遺構は｢集石遺構｣である｡しかし､工事中の発見で､遺構の周辺はか

なり掘削が進んでおり､詳細を調査は不可能に近く､その全容を知ることはできない状況に

あったが､アカホヤ層下の黒褐色土層中に焼磯が円形状に集積された遺構を1ヶ所調査する

ことができた｡新富町内では現在まで4遺跡について集石遺構が確認されている｡藤掛遺跡
(注1)     (注2)        (注3)

の他､西牧遺跡､中尾遺跡､新田原A遺跡である｡いずれも谷に刻まれた洪積台地の縁辺部

に位置している｡･

筆石遺構は民俗例などから石蒸し(.earth oven )的調理施設と考えられるが､早期では

住居跡をはじめ､生活跡の調査例が少ないこともあって､機能を含めた詳細を検討は未だ不
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十分を状況にある｡しかし､なにはともあれ､藤掛追跡の集石遺構には少量ではあるが､押

型文(山形)土器が伴出しており､縄文時代早期遺構として､分布･構造論にかかわる新た

を蓄積を行ったことになる｡

古墳時代の遺構は5軒の住居跡､溝状遺構などであるが､出土した須恵器の編年観から6

世紀後半頃に比定できる｡住居跡はわずかを規模の大小はあるが､すべて方形プランをなし､

基本的に4本主柱の建物と思われる｡更に共通的に住居プランのほぼ中央に炉をもち､しか

も婆形土器が埋置された状態で遣存している｡これら構造上からも､時期的隔たりの少ない

ほぼ同時期に営まれたものと言うことができる｡
■(注4)　　　　　　　　　　(注5)

県内では､この期の住居跡の調査例として､高鍋町上別府遺跡､宮崎市浄土江遺跡がある｡

上別府遺跡では9軒の住居跡が調査されたが､その内3号住居跡だけが炉をもつものであ

った｡遺跡としては6世紀後半に比定されており､藤掛遺跡とほぼ同時期になる｡また､浄

土江遺跡では､ 6軒の住居跡(201､ 202､ 206､一208､ 210､ 305号)で同様を炉の構造がみら

れたが､ 2ヶ所に併設される例があるなど､内容的に時期幅が考えられ､検討を要する｡

以上の3遺跡の住居跡群によってある程度､日向の平野部における6世紀から8世紀にか

けての住居形態変遷の実態が明らかになろうし､更に今後､古墳群との関連をはじめ､不明

瞭を古墳時代の社会構造､文化内容解明に迫る糸口の一つ･として､藤掛遺跡は重要を意味を

もつものと言えよう｡

注1.さきの遺跡詳細分布調査で確認された｡新富町遺跡番号4017 ｢新富町の埋蔵文t

化財｣新富町教育委員会　1982

注2.新富町大字新田字中尾で､昭和52年9月､ブルドーザーによる畑地の整地作業中

発見､された｡山形押型文の口縁部が出土している｡

注3.昭和57年2月～ 3月に新富町教育委員会で発掘調査

注4. ｢上別府遺跡｣ 『お染ケ同地区特殊農地保全整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告』宮崎県教育委員会1979-

注5. ｢浄土江遺跡｣ 『宮崎市文化財調査報告書第6集』宮崎市教育委員会1981
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図版1

(1)発　掘　風 景

(2) 2　号住居跡
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図版2

(1) 3号住居跡中央部

(2)4　号住居跡
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図版3

溝状遺構(発掘前)

溝状遺構(遺物出土状況)
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図版4

集　石　遺　構
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1､ 2-1号住居跡出土

3､ 4-2号住居跡出土

5-7-3号住居跡出土

8､ 9-4号住居跡出土

10　　-5号住居跡出土



図版6

俄

溝状遺構出土土器
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木の葉底



図版7

遺跡見学会

新富町教育委員会は､昭和56年9月15日(敬老の日)現地

において郷土史研究講座を兼ねて藤掛(ふじがかり)遺跡見

学会を行い､案内等の不備にもかかわらず20数名の参加を得

た｡また同年11月､町教委主催の文化祭において藤掛･鐙(あ

ぶみ)遺跡を中心に報告展示を行い､多数の参加を得た｡

これらの見学会･展示会等の機会を活用し､今後とも町民

の方々に文化財についての御理解と御協力を仰ぎたい｡

(有田)
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新富町文化財調査報告書第2集

鐙　　遺　　跡

藤　掛　遺　跡

発行年月日

編　　　集

発　　　行

印　　　刷

昭和　5　8年3　月　3 1日

新富町教育委員会社会教育課

宮崎県新富町教育委員会

(有)　黒　田　謄　写　堂
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